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新たに卒業研究テーマとして２件立ち上げることができた．

 研究実績の概要

　世界的に高齢者の人口は増えており，高齢者の生活の質の維持や向上のためには，ショッピン
グ施設，病院などへ移動が求められる．特に，交通手段の少ない地方では深刻な問題となってい
る．また，運転を中止した高齢者はそうでない高齢者に比べ，要介護状態になる危険性は約８倍
といわれ，健康長寿社会に向けても高齢者が運転を継続できる期間を伸ばすことは重要であり，
高齢ドライバーが安全に運転できる技術が益々求められる．そこで，本研究では高齢者により分
かりやすく直感的な情報提示するため，複数の感覚によるマルチモーダルインタフェースについ
て検討した．本年度は基礎的な検討として，共振周波数を変更できる振動デバイスを用いて音と
似た触覚を提示する方法の検討や，視覚と触覚からの刺激による身体所有感の実験，触覚と聴覚
とクロスモーダル効果の調査を行い，様々な多感覚の組合せによる可能性を探索した．また，他
の研究者とも意見交換をして自動車におけるマルチモーダルインタフェースの可能性についても
論議した．その結果，以下の新たな３つの研究課題を立ち上げることができた．①は個人研究と
して継続検討し、②③は次年度の卒業研究テーマとして進める．

①触覚刺激部位と音像の定位を組合せた周辺物体情報の伝達
②ラバーハンド錯覚を応用した直感的な情報提示
③触覚と聴覚によるクロスモーダル効果を用いた自動車用スイッチの開発
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